
論点（委員からの意見） 対応の方向性（案）

外来種対策

・人が入ることによる外来種の持ち込みに対する
対策が必要。
・人里周辺に植えられている栽培植物が少しずつ
森に侵入していることから、侵略的外来種の植栽
に関しての規制も必要。

○関係機関と連携し侵略リスクの高い種、生態系
サービスへの影響が大きい種について地域住民・
観光客等へ周知・啓発を図ると共に優先度を踏ま
えながら駆除等の対策に取り組む。

山菜等の採
取について

・保全利用地区で認められている「山菜の採取」に
ついて、希少種の保存の観点からも拡大解釈され
ないようにすべき

○関係機関と連携し絶滅危惧種等の希少野生植
物保護の普及啓発に取り組む。

登山者等の
利用ルール

・一般観光客の場合、登山についてはガイド付き
にするのが望ましい。

○観光客等が利用出来るルート・エリアを限定す
ると共に維持管理者を明確化する。（環境省、自
治体への貸付等）
○ガイド付きで登山するよう関係機関と連携し普
及に努める。

横断道の利
用等について

・大雨時に河川が急激に増水して閉じ込められ、
遭難事故に至るプロセスがあることから、横断道
の中央部分（保存地区）に待避場所を設ける必要
あり。
・保存地区というのが前提であり、利用ありきでは
ない。
・安全確保の面から、緊急避難的にテントを張れ
る場所を指定し整備する必要あり。

○テント設営地は原則、保全利用地区内の指定
地に限る。
○荒天時等の緊急時においては、特に制限を設
けないが、安全を考慮し保存地区内に緊急避難
箇所（テントが張れる箇所）を指定。

自然ガイドに
ついて

・ガイドが変わればコースも変わり山奥までツアー
を組んでいる人もいるのが現状。
・ガイドの認定制度や規制、ガイドの質の向上が
必要。
・規制の形でコントロールすることにより、ガイドの
収入の減少に繋がる可能性がある。ガイド自身か
ら率直な意見を聴ける機会があれば良い。

○ガイド登録・認証制度構築、ガイドの質の向上を
図る（関係機関と連携し、森林生態系保護地域の
利用等についての講習会を開催。）

周知・啓発

・入山届を提出せずに遭難する人がいる
・水際で対策を行うことは非常に効果的。インター
ネットによるアナウンスは地道であるが効果的
・厳しい罰則がなければ実効性が乏しい
・エコツーリズムの営業上、保存地区や保全利用
地区に新規ルートを開拓することがあるが、それ
に対する対処が必要
・既存のルールを守らない業者がおり、これから
ルールを作っても指導力があるか疑問

○登山口での入山届の提出は、関係機関で連携
し、交通機関ターミナル、宿泊施設等で周知する
他、インターネット、現地看板等を活用し普及を図
ると共に地元自治体のHP、宿泊施設、登山口等
に設置し遭難時の活用を図る。
○地域住民等への利用ルール説明会の開催。
○ルール違反を防止するための対策を実施。（関
係機関で連携しマナーガイドを作成するなど違反
防止の普及を図る）

その他

・年々の気象等自然条件に柔軟に対応できる仕
組みが必要。
・地域住民の声を含めたルールづくりを議論すべ
き。
・保全と利用を両立させるための理念、意識の共
有が必要。

○利用実態、植生、動物、外来種等について、継
続的なモニタリング調査を実施。
○地域住民等関係者にヒヤリングを実施し意見の
集約、意識の共有を行い保全管理計画に反映さ
せる。
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